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宋
代
に
、
中
園
の
諸
都
市
が
，
次
第
に
慶
容
し
て
い
っ
た
過
程
は
、
我
邦
で
は

加
藤
繁
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
人
も
の
研
究
者
が
設
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
様
に
袋
容
し
て
い
っ

た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
結

果
の
具
種
的
な
内
容
と
な
る
と
、
窟
百
来
か
な
り
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
通
り
一

遍
の
表
現
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
傾
向
か
強
か
っ
た
。
そ
の
際
に
い
つ
も
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
幽
蘭
居
士
孟
元
老
の
『
東
京
夢
肇
録
』
だ
が
、
一
意
外
な

こ
と
に
、
本
書
全
鵠
か
考
究
の
針
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
我
邦
に

於
い
て
は
、
過
去
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
寅
は
、

袋
容
し
曲
給
与
え

た
宋
代
都
市
の
諸
相
を
、
十
二
分
に
描
寓
し
得
な
か
っ
た
こ
と
の
一
要
因
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
『
東
京
夢
華

録
』
が
、
研
究
封
象
と
な
り
に
く
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
誇
者
入
矢
氏
が
本

書
の
解
題
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
章
が
拙
劣
で
讃
み
に
く
い
貼
に
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
誇
著
の
出
現
は
、
そ
の
こ
と
自
様
、
ま
ず
我

邦
の
中
園
宋
代
研
究
に
劃
期
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
い
得
ょ
う
。

本
書
の
謬
業
を
捲
賞
さ
れ
た
入
矢
氏
は
、
四
十
年
程
前
に
既
に
『
東
京
夢
筆

録
』
の
本
格
的
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
本
書
の
種
々
の
特
色
を
、
各
々
「
東
京

夢
華
録
の
文
章
」
〈
東
方
隼
報
・
京
都
二

O
)、
「
東
京
夢
筆
銭
」

(『
中
園
の
名

著
』
所
牧
〉
、
及
び
関
聯
の
諸
論
文
で
論
究
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
梅
原
氏
に

も
「
宋
代
都
市
の
税
賦
」
(
東
洋
史
研
究
二
八
|
四
〉
、
「
宋
代
の
開
封
と
都
市

制
度
」

(
鷹
陵
史
皐
三
・
四
合
併
続
可

『
東
京
夢
筆
録
夢
梁
録
等
語
実
索
引』

(
京
都
大
皐
人
文
科
拳
研
究
所
)
等
の
諸
作
が
あ
る
。
誇
者
に
つ
い
て
の
こ
れ

以
上
の
く
だ
く
だ
し
い
紹
介
は
今
更
不
要
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
日
本
の
中

園
皐
界
で
『
東
京
夢
筆
録
』
の
誇
者
・
と
し
て
、
こ
の
御
二
人
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
研
究
者
で
あ
る
と
思
う
の
は
、
必
ず
し
も
評
者
一
人
の
み
に
止
ま
ら
ぬ
で
あ

ろ
う
。『

東
京
夢
華
録
』

の
概
容
に
つ
い
て
は
、
右
の
入
矢
論
文
、
及
び
本
謬
書
の

入
矢
氏
解
題
を
御
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
早
速
、
左
に
本
語
書
の
構
成
、
目
次

を
一
示
す
(
一
一
部
省
略
〉
。

解
題
〈
入
矢
〉

原
序

ー

巻
一

東

都

の

外

城

奮

京

城

河

道

大

内

内

諸

司

外

諸

司

巻
二

御

街

宣

徳
棲
の
前
の
役
所
と
寺
院
朱
雀
門
外
の
町・
4

州
橋
の
夜
市

東

角
援
の
町
々
潜
棲
の
東
の
町
々
酒
棲

飲
食
物
と
果
物

巻
三

馬
行
街
か
ら
北
の
聾
者
町
大
内
の
西
、
右
披
門
外
の
町
々
大
内
の
前
、
州

橋
の
東
の
町
々
相
園
寺
の
大
衆
市
場
相
閣
寺
の
東
門
前
の
町
々
上
清
宮

馬
行
街
の
商
庖
種
々
の
運
搬
車
市
中
の
涌
貨
の
相
場
人
の
雇
い
入
れ

消
防
明
け
方
に
底
を
出
す
人
び
と
い
ろ
い
ろ
な
小
商
賀

品

位

四
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軍
頭
司
皇
太
子
の
御
成
婚
内
親
王
の
降
嫁

皇

后
行
啓
の
と
き
の
乗
輿

い
ろ
い
ろ
な
賃
貸
し
修
繕
用
具
と
借
侶
這
土
の
呼
ぴ
こ
み
宴
曾
の
請
負
い

曾
仙
酒
楼
食
べ
も
の
庖
肉
の
市
餅
の
底
魚
の
市

品
位
五

市
民
の
な
ら
わ
し
盛
り
場
の
演

慈

嫁

む
か
え

出
産
と
育
児

品
位
六

正
月
元
旦
の
朝
賀
の
儀
立
春
元
宵
十
四
日
、
五
獄
観
へ
の
行
幸
十

五
日
、
上
清
宮
へ
の
御
参
詣
十
六
日
牧
燈
の
の
ち
市
民
は
郊
外
へ
春
を
探

り
に
ゆ
く

各
七

清
明
節
三
月
一
目
、
金
明
池
・
現
林
苑
の
池
聞
き
臨
水
殿
行
幸
、
争
標
御

質
と
御
宴
現
林
苑
へ
の
行
幸
費
津
穫
の
宴
殿
へ
の
行
幸
貿
津
楼
へ
の
臨

幸
、
諸
箪
の
演
技
射
殿
へ
の
臨
幸
と
弓
射
御
苑
を
賭
け
事
と
見
せ
物
に
開

放
す
る
こ
と

還
幸
の
儀
術

巻
八

四
月
八
日
端
午
六
月
六
日
の
雀
府
君
の
生
誕
節
と
、
二
十
四
日
の
一
柳
保
観

紳
の
生
誕
節
こ
の
月
に
町
々
で
寅
る
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
も
の
七
夕
中
元

節

立

秋

秋

の

祉

の

祭

中

秋

重

陽

‘巻
九

十
月
一
日
天
寧
節
宰
執
・
親
王
・
皇
族
・

百
官
の
祝
賀
参
内一

立

多

巻
十

多
至
大
祭
の
前
の
車
と
象
の
珠
行
演
習
大
度
殿
で
の
天
子
の
御
驚
宿
行

幸
の
儀
衛
太
廟
で
の
御
驚
宿
お
よ
び
紳
主
を
捧
持
し
て
内
陣
よ
り
御
出
ま
し

の
こ
と
青
城
の
務
官
へ
御

到

着

郊
檀
に
御
到
着
、
御
親
祭
の
こ
と

郊
記

か
ら
の
還
幸
大
赦
還
御
の
の
ち
日
を
選
ん
で
諸
宮
へ
御
般
詣
り
の
こ
と

十
二
月

除
夜

践
〈
越
師
侠
〉

元
刊
本
幽
蘭
居
士
東
京
夢
牽
録
(
原
文
)

あ
と
が
き
(
入
矢
)

本
文
四

O
九
頁

目
次
を
一
見
す
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
本
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
は
、
貨
に

康
範
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
が
、
入
矢
氏
に
擦
れ
ば
、
大
き
く
一
一
一
つ
の
部
分
に
分

け
ら
れ
る
。

「
第
一
は
、

都
市
医
劃
や
宮
殿

・
寺
院

・
庖
舗
・
名
勝
地
な
ど

の
名
稽
や

位
置
を
述
べ
た
地
理
的
説
明
の
部
分
。
第
二
は
、
一
年
を
通
じ
て
の
宮
中

お
よ
び
民
聞
の
行
事
を
述
べ
た
、
い
わ
ゆ
る
時
令
の
部
分
〈
巻
六
か
ら
巻

十
ま
で
〉
。
第
三
一
は
、
市
民
の
風
潮
百
や
生
活
の
く
さ
ぐ
さ
を
即
物
的
に
活

銭
し
た
部
分
で
あ
る
。
」

(
「
解
題
」
H
U

)

巻

一に
は
、
入
矢
氏
の
言
う
第
一
の
部
分
の
う
ち
、
と
く
に
宮
殿

・
官
街
と
都

市
構
造
の
記
述
が
集
中
し
て
お
り
、

こ
の
巻

一
の
注
を
梅
原
氏
が
捨
賞
さ
れ

た
。
全
慢
の
弔
詩
文
と
巻
二
以
降
の
注
に
つ
い
て
は
全
て
入
矢
氏
の
捲
蛍
部
分
と

な
っ
て
い
る

〈
「
あ
と
が
き
」
〉
。
全
践
を
通
讃
し
た
印
象
と
し
て
、

入
矢
氏
の

史
料
選
揮
眼
が
濃
厚
に
前
函
に
出
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
誇
業
の
技
術
的
な
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
評
者
に
大
き
な
異
論
は
無
い

と
言
っ
て
よ
い
。

語
集
と
語
法
、
故
賓
と
名
鮮
の
一
々
に
封
す
る
誇
者
の
執
効

な
ま
で
の
遡
及
力
は
、
は
じ
め
て
こ
の
誇
著
を
手
に
し
た
時
、

軽
い
め
ま
い
を

感
じ
た
ほ
ど
の
す
る
ど
さ
で
、
そ
れ
が
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
一

貫
し
て
い
る
こ

と
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
『
東
京
夢
華
録
』
と
同
時
代
の
史
料
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
で
不
十
分
と
さ
れ
れ
ば
前
代
の
史
料
が
、
再
に
不
足
の
場
合
に
は
後

代
史
料
と
現
代
の
研
究
論
文
が
縦
横
に
活
用
騒
使
さ
れ
、
そ
の
提
示
も
手
際
良
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く
、
過
度
の
史
料
羅
列
に
陥
っ
て
い
な
い
。
『
東
京
夢
華
録
』
の
よ
う
に
嘗
時

の
俗
語
表
現
を
多
く
含
み
、
記
述
の
範
闘
が
庚
範
で
同
時
に
瑛
末
微
細
な
黙
に

及
ぶ
}史
料
に
封
し
て
は
、
入
矢
民
の
採
用
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
、
恐

ら
く
唯
一
無
二
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
誇
文
自
鰻
に
も
緩
急
の
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
、
文
意
は
卒
明
で
讃
み
易
い
。
名
謬
と
稽
し
て
必
ず
し
も
誇
張
で
な
い
だ

ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
謬
業
に
も
誤
謬
と
引
用
の
不
適
切
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の

幾
っ
か
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
評
者
の
見
解
を

順
次
提
示
し
て
み
る
。

ま
ず
「
解
題
」
六
頁
に
、
入
矢
氏
は
劉
昌
詩

『
麓
浦
筆
記
』
『
巻
十
「
上
元

詞
」
を
引
か
れ
、
本
『
夢
華
録
』
が
徽
宗
治
下
の
繁
栄
を
見
事
に
書
き
と
め
た

書
で
あ
る
こ
と
を
評
慣
し
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
氏
は
そ
の
あ
と
で
、

劉
氏
の
よ
う
な
評
債
は
例
外
的
で
あ
っ
て
、
こ
の
『
夢
筆
鋒
』
は
南
宋
百
五
十

年
の
問
、
ま
と
も
に
は
人
び
と
の
愛
讃
書
と
な
ら
な
か
っ
た
と
断
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
、
南
宋
時
代
に
『
夢
華
録
』
に
範
を
取
っ
た
『
都
減
紀
勝
』

『西
湖

老
人
繁
勝
録
』
『
夢
梁
録
』
『
武
林
奮
事
』
が
何
故
か
く
も
績
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
矛
盾
し
た
表
現
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『麓

浦
筆
記
』
の
引
用
に
つ
い
て
も
一
黙
提
案
し
た
い
。
引
用
さ
れ
た
「
上
元
調
」

(
こ
の
箇
僚
名
は
解
題
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
〉
は
巻
十
に
在
る
と
指
示
し
て

あ
る
R
確
か
に
『
知
不
足
驚
叢
書
』
本
を
見
る
と
、
そ
の
巻
十
に
蛍
一
該
記
事
が

載
っ
て
い
る
。
だ
が
、
評
者
が
最
初
に
見
た
『
闘
争
海
類
篇
』
所
牧
本
に
は
、
同

記
事
は
巻
五
に
見
え
る
。
巻
構
成
は
所
牧
叢
書
に
よ
っ
て
異
な
る
わ
け
で
、
そ

の
黙
、
出
慮
を
明
記
さ
れ
る
可
き
だ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
は

じ
め
か
ら
『
知
不
足
驚
叢
書
本
』
を
克
る
可
き
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
本
謬
書
で
は
、
こ
れ
と
同
様
、
関
讃
に
手
聞
取
っ
た
例
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

例
え
ば
、
一
八
七
頁
ハ
一
〉
に
引
用
す
る
宋
末
元
-
初
の
類
書
『
事
林
庚
記
』
は
、
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そ
の
壬
集
巻
二
の
記
事
を
示
す
が
、
と
れ
ば
和
刻
本
(
一
慮
、
元
泰
定
二
年
率
の

翻
刻
だ
と
さ
れ
て
い
る
〉
の
巻
数
で
あ
る
。
元
至
順
開
建
安
椿
経
書
院
刻
本
に

依
援
し
た
影
印
本
『
事
林
庚
記
』

(
線
装
六
燭
)
は
胡
道
静
氏
の
前
言
を
附
し
、

一
九
六
=
一年
九
月
、
北
京
の
中
華
書
局
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
い

ま
で
は
『
事
林
庚
記
』
元
刊
本
(
影
印
本
)
そ
の
も
の
の
閲
調
は
そ
ん
な
に
困

難
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
元
刊
本
は
、
和
刻
本
と
は
内
容
も
構
成
も
大
き
な

差
異
が
あ
り
、
そ
の
前
集
巻
十
家
種
類
に
は

『夢
華
録
』
か
ら
の
引
用
は
無

い
。
こ
う
し
た
賂
な
ど
も
明
示
さ
れ
る
可
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
一本
誇
書
の
二

八
・
二
九
頁
に
は
、
元
刊
本
『
事
林
庚
記
』
〈
中
華
書
局
歪
順
閲
刊
本
と
同

一
版

本
と
は
思
え
な
い
)
の
園
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
典
援
の
不
整
合
は
盆
々
強
め

ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
至
順
開
刊
本
に
は
向
後
集
巻
六
に
「
外
城
之

園
」
が
あ
り
、
こ
の
園
は
和
刻
本
甲
集
巻
十
一
の
同
園
と
は
異
な
っ
て
、
域
内

を
貫
流
す
る
河
水
の
他
に
、
そ
の
上
に
架
せ
ら
れ
た
橋
名
を
も
詳
細
に
記
し
て

い
る
。
こ
の
園
を
示
さ
れ
れ
ば
、
城
内
の
地
理
把
握
に
も
一
一
層
役
立
っ
た
も
の

と
惜
し
ま
れ
る
。
ま
た
、
課
書
二
二
八
頁
に
は
清
周
城
の
『
宋
東
京
考
』

(こ

の
書
に
つ
い
て
は
後
述
〉
巻
二

O
の
「
撃
務
政
」
の
解
が
載

っ
て

い
る
が、

こ
の
事
項
は
、

評
者
の
手
元
の
『
宋
東
京
考
』
(封
菌
に
「
乾
隆
壬
午
重
錦

江
西
第
五
突
進
呈

六
有
堂
裁
板
」
の
文
字
が
あ
る
)
で
は
巻
十
九
に
載
っ
て

い
る
。
以
上
の
数
例
か
ら
だ
け
で
も
、

誇
者
の
所
引
史
料
の
出
典
提
示
は
、
い

ず
れ
も
い
さ
さ
か
不
親
切
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
版
本
を
明
示
し
た

「
引
用
番
目
」
を
是
非
に
で
も
附
載
さ
れ
る
可
き
だ
っ
た
と
思
う
。
日
本
人
の
著

作
に
、
所
徴
書
目
一
理
か
無
い
こ
と
を
、

評
者
な
ど
も
常
々
、
中
園
の
友
人
か

ら
嘆
か
れ
る
。
今
後
、
研
究
者
聞
で
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
本
誇
書
に
揺
入
さ
れ
た
多
く
の
闘
版
に
は
、
幾
っ
か
未
見
の
も
の
を
含

み
、
大
い
に
啓
蒙
さ
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
全
て
に
出
版
元
・
出
盛
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や
刊
行
年
次
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
勲
、
物
足
り
な
さ
を

舞
え
た
。
明
王
折
の
『
三
才
園
舎
』
か
ら
は
、
十
数
貼
も
採
取
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
書
の
成
立
は
北
宋
末
・
南
宋
初
か
ら
か
な
り
遅
れ
る
わ
け
で
あ
り
、

引
用
は
再
考
を
要
し
よ
う
。
三
五
四
頁
の
「
祝
」
「
致
」
峠
一
寸
は
、
現
に
質
物
が

幾
つ
も
残
っ
て
い
る
わ
け
だ
し
、
一
元
至
順
開
『
事
林
庚
記
』
後
集
港
十
こ
に
も

園
が
あ
る
。
ま
た
、
=
一
五
七
頁
の
(
九
〉
(
一

O
〉
等
に
引
く
古
祭
器
も
、
最

近
の
出
土
品
を
示
さ
れ
る
方
が
、
一
一
層
数
果
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ
次
に
、
謬
注
の
不
適
切
と
思
わ
れ
る
黙
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

十
五
頁
(
九
〉
の
「
拐
子
城
」
の
注
は
評
者
に
も
ま
だ
不
分
明
な
貼
を
残
す

が
、
『
三
朝
北
盟
舎
編
』
か
ら
は
、
品
位
六
六
(
中
峡
四
一
)
の
「
宣
化
門
に
孝

し
、
徒
歩
も
て
拐
子
城
に
登
る
」
及
び
巻
六
八
(
中
供
四
十
=
一
〉
の
「
東
水
門

外
の
二
拐
子
城
」
「
通
津
門
の
拐
子
城
」
「
ま
た
、
挑
友
仲
は
南
北
拐
子
城
を
措

置
す
。
拐
子
放
の
勢
い
、
皆
な
水
門
を
拝
禦
す
る
者
な
り
。
挑
友
仲
拐
子
城

上
に
於
い
て
別
に
爾
園
門
を
造
り
云
云
」
等
の
僚
も
参
考
債
値
が
有
る
と
思

う
。
「
拐
子
馬
」
に
つ
い
て
は
郵
庚
銘
氏
に
詳
解
が
あ
る
(
『
岳
飛
停
』
附
録
ニ

「有
闘
H
拐
子
馬
H

的
諸
問
題
的
考
稗
」、と
く
に
同
書
四
二
七
頁
を
参
照
〉
。
四

三
頁
の
〈
三

O
)
は
「
十
炭
場
」
に
到
す
る
注
だ
が
、
こ
こ
は
、

「
石
炭
場
」

と
解
す
る
可
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
『
宋
東
京
考
』
巻
=
了
外
諸
司
に
は

や
は
り
「
石
炭
場
」
と
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郵
之
誠
『
東
京
夢
肇
録
注
』
を

多
照
の
こ
と
(
郵
氏
注
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。
同
頁
(
三
四
〉
の
「
架

子
管
」
に
制
到
す
る
注
も
そ
の
設
明
位
置
と
「
架
子
」
の
ニ
字
よ
り
推
せ
ば
、

房

廊
課
利
徴
牧
に
開
聯
す
る
官
街
と
考
え
る
の
が
、
や
は
り
普
通
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
五
六
頁
、
本
文
二
行
目
の
「
盛
り
場
」
の
原
文
は
「
瓦
子
」
で

あ
る
が
(
七
五
頁
注
(
一
)
参
照
て
こ
の
語
に
つ
い
て
の
詳
し
い
注
は
是
非

に
欲
し
い
所
で
あ
る
。
五
三
頁
の
「
開
封
府
の
府
聴
」
や
五
七
頁
四
行
目
。

「
迎
鮮
池
」
、

一一一

一頁
の
「
芝
居
小
屋
」
(
原
文
、
「
勾
感
」
)
、
他
に一
一一一一一一
一頁

の
「
清
明
節
」
に
注
が
無
い
の
も
、
同
様
に
惜
し
ま
れ
る
。
五
八
頁
の

さ
一)、

「
劉
廉
訪
」
は

『
宋
曾
要
輯
稿
』
職
宮
六
三
の
八
に
見
え
る
劉
彦
透
の
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
七
二
頁
の
注

(四
〉、
こ
こ
に
は
『
容
驚
三
筆
』
各
五
の

例
を
引
く
が
、
こ
れ
が
同
容
の
「
遁
務
官
品
」
の
僚
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
こ

は
太
停
・
太
保
・
司
徒
の
官
名
濫
稽
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
防
禦
使
云
云

の
注
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。
九
六
頁
、
「
四
妻
観
」
に
注

〈四
)
が
嘗
て

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
〈
四
〉
そ
の
も
の
が
全
く
存
在
し
な
い
。

九
九
頁
の
誇
文
に
「
孟
家
の
道
土
用
の
冠
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
誇
書
末
に

附
さ
れ
た
静
嘉
堂
所
臓
の
元
刊
本
(
つ
ま
り
、

押一辞
業
の
底
本
〉
の
原
文
に
は

「
孟
家
道
院
」
と
あ
る
。
誇
者
は
引
附
加
実
函
本

・闘
都
千
津
討
原
本
『
夢
華
録
』

に
、
「
院
」
を
「
冠
」
に
作
っ
て
い
る
の
を
根
擦
に
詩
語
を
考
え
ら
れ
た
と
思

う
が
、
解
題
で
、
元
刊
本
の
「
訂
正
で
き
る
も
の
は
訂
正
」
す
る
と
言
わ
れ
る

以
上
、
一

O
四
頁
の
「
五
寺
三
監
」
が
原
文

「
王
」
で
あ
る
こ
と
、
二
八
四
頁

。れ

の
「
=
一
伏
」
が
原
文
「
一
ご
で
あ
る
こ
と
、

三
六
二
頁
の
「
赤
い
巾
を
つ
け
た

四
人
の
も
の
が
」
の
原
文
が
「
有
四
紅
中
者
」
で
あ
る
こ
と
等
と
併
わ
せ
、
事

柄
は
微
細
に
亙
る
が
や
は
り
同
様
に
一

言
欲
し
か
っ
た
。
こ
れ
と
似
た
例
と
し

て
は
、
一
八
三
頁
の
「
こ
れ
を
「
医
驚
」
と
い
い
」
が
あ
る
。
元
刊
本
で
は
、

そ
の
前
後
に
、
「
或
不
入
意
、
即
留
一

一問
端
総
段
輿
之
。
座
驚
、
則
此
親
不
諸

事
矢
。
」
と
あ
り
、
や
や
讃
み
に
く
い
。

誇
者
は
和
刻
本
『
事
林
庚
記
』
壬
集
巻

二
に
、
「
或
不
意
、
即
留
一
雨
端
緑
段
輿
之
、

謂
之
豚
驚
、
則
此
親
不
諮
突
。
」

と
あ
る
の
に
媛
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
何
も
コ
メ
ン
ト
が
無
い
。
九
九
頁
の
羽
一詩
文

「
す
べ
て
書
籍

・
骨
査

・
給
量
云
云
」
は
原
文
で
は

「書
籍
玩
好
園
重
」
で
詩

文
に
誤
り
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
こ
に
は
郵
之
誠
氏
の
様
な
詳
し
い
史
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料
例
が
欲
し
か
っ
た
。
そ
の
他
、
李
清
照
の
「
金
石
録
後
序
」
に
は
そ
の
夫
越

明
誠
と
と
も
に
度
々
相
園
寺
に
遊
ん
だ
回
目
の
一
文
が
あ
り
、

'時
期
は
あ
た
か
も

北
宋
末
期
の
こ
と
な
の
で
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。
一

O
O頁
(
一
〉
は
、
相

園
寺
の
注
と
し
て
は
、
貧
弱
の
感
を
菟
れ
な
い
。
こ
こ
は
郵
注
に
も
比
較
的
詳

し
く
史
料
が
出
し
て
あ
る
が
、
熊
伯
履
氏
『
相
園
寺
考
』
(
一
九
六
三
年
、
河

南
人
民
出
版
社
)
が
参
照
さ
れ
る
可
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
七
一
頁
〈
四
)
、

コ
ニ
五
:
:
:
」
を
「
四
、
五
」
と
調
停
す
例
が
奉
げ
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
三
五

:
:
:
」
は
、
既
に
径
一
・
大
内
の
原
文
に

一「
毎
劉
可
直
三
五
十
千
」
、
各
三
・

相
園
寺
内
蔦
姓
交
易
に
「
雄
三
五
百
分
、
莫
不
附
墜
而
緋
」
と
あ
る
他
、
全
篇

に
亙
っ
て
十
数
度
の
使
用
例
が
あ
り
、
初
出
の
場
所
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
だ
っ

た
。
同
様
に
、
「
僕
頭
」
に
針
す
る
注
は
初
出
の
一

O
一
頁
(
五
)
で
欲
し
か

っ
た
。
二
二
九
頁
〈
一
五
)
に
場
げ
た
「
幕
天
欧
」
は
明
ら
か
に
「
坂
」
の
誤

り
。
二
四
二
頁
(
九
〉
と
二
五
二
一
員
(
一
〉
は
内
容
が
重
複
す
る
。
同
じ
二
五

二
頁
の
つ
一
〉
。
「
撮
焦
亭
子
」
の
「
焦
」
が
「
角
」
に
通
ず
る
と
の
高
見
は
正

し
い
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
撮
角
亭
子
」
の
解
は
見
蛍
違
い
だ
と
思

う
。
「
撮
」
は
現
代
漢
語
で
も
「
つ
ま
み
上
げ
る
」
と
い
う
義
を
含
む
が
、
こ

4'・ゅ

こ
で
も
そ
の
意
味
が
通
じ
よ
う
。
つ
ま
り
、
屋
根
の
各
角
が
そ
り
上
っ
て
い
る

亭
子
を
想
い
浮
か
べ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
陸
漁
安
『
戯
曲
詞
語

隆
副
伴
』
五
五
八
頁
参
照
。
三

O
四
頁
(
五
〉
に
、
「
日
常
の
燃
料
は
す
べ
て
石

炭
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
ハ
傍
黙
評
者
〉
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
表
現
は
い

さ
さ
か
誇
張
が
過
ぎ
る
。
本
誇
書
三
人
頁
の
「
内
外
柴
炭
庫
」
と
四
三
頁
〈
三

二
)
、
及
び
『
宋
史
』
巻
一
七
一
の
「
薪
蕩
炭
岨
盟
諸
物
之
給
」
の
係
等
を
参
照

す
る
だ
け
で
も
そ
の
事
は
明
ら
か
だ
。
三
六
五
頁
(
五
〉
の
「
商
油
」
に
射
す

る
注
。
こ
れ
は
、
『
歳
時
庚
記
』
を
見
ら
れ
る
可
き
だ
っ
た
。
そ
の
巻
三
九

「
喝
御
宴
」
の
僚
に
「
提
要
録
」
が
引
い
て
あ
り
、
「
唐
制
、
鎌
田
、
賜
宴
及
周
知
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ロ
脂
・
面
禁
、
以
翠
管
銀
嬰
盛
之
。
」
と
記
述
す
る
。
つ
ま
り
、

唐
代
の
制
度

で
は
、
孤
日
に
朝
廷
か
ら
「
口
脂
」
と
「
面
禁
」
が
下
賜
さ
れ
る
な
ら
わ
し
だ

っ
た
わ
け
で
、
「
面
泊
」
が
こ
の
「
面
禁
」
に
嘗
た
る
こ
と
は
、
ま
ず
ま
ち
が

い
な
い
。
「
賜
御
宴
」
の
僚
で
は
、
こ
の
後
に
、
杜
甫
の
「
撤
回
詩
」
が
引
か

れ
て
お
り
、
そ
の
一
句
に
「
口
脂
面
禁
随
恩
淳
」
と
あ
る
。
朱
勘
開
は
こ
の
句
に

注
し
て
〈
『
杜
詩
詳
注
』
巻
五
参
照
〉
、
「
ロ
脂
面
禁
、
以
禦
寒
凍
。
」
と
言
う
。

『
歳
時
庚
記
』
同
巻
で
は
、
他
に
「
賜
御
食
」

「賜
甲
煎
」
「
迭
風
薬
」
「
上
頭

膏
」
等
の
僚
が
役
立
つ
。

繍
い
て
、

謬
業
の
史
料
操
作
に
つ
い
て
二
三
貼
指
摘
す
る
の
を
ゆ
る
さ
れ
た

い
。
『
東
京
夢
華
録』

全
鐙
に
射
す
る
我
邦
で
の
本
格
的
な
研
究
は
、

最
初
に

述
べ
た
遜
り
、
本
均一昨書
を
以
て
哨
矢
と
す
る
。
た
だ
、
部
分
謬
は
既
に
試
み
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
村
松
一
瀬
氏
に
よ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
蓄
積
を
改
め
た

誇
文
は
卒
凡
社
『
中
園
古
典
文
皐
大
系
』
日
「
記
録
文
皐
集
」
(
昭
和
四
十
四

年
初
版
)
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
村
松
氏
の
課
業
は
、
こ
の
『
東
京
夢
撃
録
』

が
宋
代
以
降
の
都
市
研
究
史
料
と
し
て
、
那
波
利
貞
氏
や
加
藤
繁
氏
等
に
、
断

片
的
に
使
用
さ
れ
て
来
た
研
究
史
の
あ
と
を
受
け
、
抄
誇
と
は
言
え
、
本
格
的

に
こ
の
書
を
-
誇
業
の
針
象
に
さ
れ
た
貼
で
、
や
は
り
正
し
く
評
領
さ
れ
る
べ
き

仕
事
だ
っ
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
の
入
矢
注
に
は
、
解
題
に
も
あ
と

が
き
に
も
言
及
す
る
所
が
な
い
。
た
だ
、
三
六
七
頁
(
一
五
〉
に
、
否
定
す
る

材
料
と
し
て
、
誇
者
名
を
全
く
奉
げ
ず
、
そ
の
-議
文
の
所
在
だ
け
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
本
誇
書
中
の
他
の
引
用
例
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
引
用
の
偏
頗
を
感

ず
る
の
は
、
果
し
て
評
者
一
人
だ
け
だ
ろ
う
か
。
ま
た
中
園
の
注
稗
書
に
劃
す

る
葬
者
の
引
用
方
法
に
も
、
評
者
は
同
様
の
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。

一
九
五
六
年
十

一
月
に
古
典
文
皐
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
夢
牽
録

(
外
四
種
)
』
は
、
本
文
に
新
式
標
思
を
施
し
た
使
刺
な
本
だ
が
、
句
謂
の
誤
謬
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げ
か
多
い
こ
と
は
、
つ
と
に
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
五
九
年
一
月
に
郡
之
誠
氏
の
『
東
京
夢
筆
鋒
注
』
(
訪
問
務
印
書
館
〉
が
出

版
さ
れ
た
。
史
料
原
文
を
幾
僚
か
列
す
る
中
園
の
停
統
的
な
注
の
方
法
が
用
い

ら
れ
、
『
夢
車
中
録
』
全
般
に
つ
い
て
の
、
初
め
て
の
本
格
的
な
注
緯
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
中
園
日
本
爾
閣
の
こ
の
書
に
削
到
す
る
評
僚
は
、
必
ず
し
も
稽
讃
の
み

に
傾
か
ず
、
い
ま
か
ら
見
る
と
、
確
か
に
、
停
統
的
な
注
や
簡
潔
な
按
語
を
離

れ
て
、
所
々
に
は
委
幽
を
蓋
し
た
解
稼
が
必
要
だ
っ
た
と
思
う
。
同
年
、
我
邦

で
は
、
極
東
書
広
の
宣
俸
誌
「
書
報
」
ハ
一
九
五
九
年
六
月
続
)
に
入
矢
氏
の

「
郵
之
誠
氏
の
「
東
京
夢
華
録
注
」
」
が
登
載
さ
れ
、
郡
注
に
射
し
て
極
め
て
峻

烈
な
批
-評
が
あ
び
せ
ら
れ
た
。
そ
の
主
要
な
批
評
判
到
象
は
、
宋
代
の
基
本
文
献

で
あ
る
『
繍
資
治
通
鑑
長
編
』
『
文
献
通
考
』
や
『
玉
海
』
『
古
今
合
壁
事
類
備

要
』
『
山
堂
群
書
考
索
』
等
の
類
書
が
全
く
参
照
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
明
李

糠
の
『
休
京
遺
蹟
志
』
や
清
周
城
の
『
宋
東
京
考
』
を
都
民
が
不
用
意
に
愛
用

し
す
ぎ
た
こ
と
、
宋
代
の
詩
文
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
ず
、
従
っ
て
こ
の
時

代
特
有
の
術
語
や
俗
語
を
把
虚
し
切
っ
て
い
な
い
こ
と
、
近
来
の
皐
者
の
考
察

結
果
を
全
く
参
考
に
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
在
っ
た
。
入
矢
氏
の
こ
の
批
評
に

つ
い
て
は
、
評
者
も
、
そ
の
幾
つ
か
の
論
拠
に
同
意
し
た
い
。
だ
が
、
今
回
の

入
矢
注
で
は
、
如
右
の
批
剣
黙
の
多
く
が
確
か
に
-新
た
に
克
服
さ
れ
た
と
は
言

え
、
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
、
や
は
り
郵
注
に
竣
っ
た
方
が
明
断
な
解
を
得
ら

れ
る
こ
と
も
事
貧
で
あ
る
。
幾
例
か
暴
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
「
開
封
府
」
や

「
相
園
寺
」
に
謝
す
る
注
が
入
矢
注
で
は
不
十
分
で
、
鄭
注
に
は
十
全
で
な
い

ま
で
も
幾
例
も
文
献
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
す
で
に
前
述
し
た
と

お
り
。
ほ
か
に
、
一

O
五
頁
の
「
観
音
院
」
に
は
、
都
注
の
よ
う
な
注
が
欲
し

い
。
ま
た
、
一

O
五
頁
(
五
)
・
一

O
六
頁
(
一
一
ニ
)
・
一
九
三
頁
つ
ご
〉
に

引
く
文
献
は
郵
注
と
全
く
同
一
な
の
に
、
何
の
コ
メ

γ
ト
も
無
い
の
は
ど
う
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。
三
二
一
頁
の
注
〈
三
人
〉
で
は
、
未
詳
と
さ
れ
な
が
ら
も
、

一
際
、
『
夢
梁
録
』
が
摩
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
船
舶
に
つ
い
て
も
、
郵
氏
は
そ

の
注
に
既
に
同
書
各
三
を
引
い
て
説
明
を
加
え
て
い
た
。
ま
た
、

一
八
九
頁

(
三
)
の
、
『新
編
事
文
類
取
県
品
棚
墨
全
書
』
に
云
云
、
の
ま
わ
り
く
ど
い
説
明

は
、
部
注
一
四
六
・
一
四
七
頁
〈
入
二
年
一
月
中
華
書
局
再
版
本
頁
数
)
を
見

れ
ば
全
く
不
要
と
な
る
。

引
用
も
し
く
は
説
明
の
不
適
切
は
、
郵
氏
が
あ
ま
り
に
安
易
に
引
き
す
ぎ
る

と
し
て
入
矢
氏
が
批
創
刊
さ
れ
た
『
休
京
遺
康
志』
『
宋
東
京
考
』
に
つ
い
て
も
言

え
る
。
こ
の
雨
書
は
、
各
々
、
明
清
雨
代
に
編
集
さ
れ
た
東
京
開
封
府
の
資
料

集
と
言
う
可
き
も
の
で
、
名
勝
古
蹟
や
故
事
来
歴
の
織
容
を
探
る
と
き
に
は
、

確
か
に
役
立
つ
。
た
だ
、
そ
の
引
用
文
献
に
全
面
的
な
信
頼
を
置
く
こ
と
は
難

し
く
、
そ
の
勲
で
は
入
矢
氏
の
批
剣
は
正
鵠
を
射
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
同
時
に
、
こ
の
商
書
が
、
他
蓄
に
無
い
材
料
を
含
む
こ
と
も
、
ま
た
周

知
の
事
質
で
あ
る
。
雨
書
の
書
名
は
本
山
一辞
書
の
本
文
一

O
七
頁
の
「
上
清
宮
」

に
附
さ
れ
た
注
村
に
至
っ
て
-
初
め
て
登
場
す
る
が
ハ
そ
れ
以
前
に
も
援
用
さ
れ

た
こ
と
は
明
白
だ
て
そ
の
頁
の
幾
僚
か
は
、

全
く
、
こ
の
雨
書
に
依
談
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
質
例
で
あ
る
。
九
四
頁

公
ハ〉

は
「
啓
聖
院
」
に
料
到
す
る
注

だ
が
、
『
休
京
遺
蹟
士
山
』
品
位
十
一
に
は
別
の
文
献
も
出
て
お
り
、
九
五
頁
の
「建

隆
観
」
に
劃
す
る
注
ハ
八
〉
は
、
『
宋
東
京
考
』
巻
十
三
(
前
述
の
版
本
に
援

る
〉
を
用
い
ら
れ
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
一

O
七
頁
、

「桃

花
洞
」
に
つ
い
て
は
注
が
無
い
が
、
『
休
京
遺
蹟
志
』
巻
八
を
見
る
と
、

「即
上

清
宮
道
土
所
居
之
慮
。
環
植
以
桃
、
故
名
桃
花
洞
」
と
あ
り
、
名
の
由
来
ま
で

は
っ
き
り
わ
か
る
。
二
二
八
頁
、
「
掌
牛
岡
」
に
到
す
る
注
(
四
〉
。

『宋
東
京

考
』
に
は
所
々
『
休
京
遺
蹟
志
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

に
ハ
例
え
ば
、
『
宋
東
京
考
』
港
十
一
「
梅
花
堂
」
、
径
十
四
「
上
方
土
守
」
、
巻
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十
五
「
皮
場
公
隠
」
、
巻
十
六
「
惇
法
院
」
、
巻
十
七
「
夷
山
」
、
各
十
九
「
金

氷
河
」
「
五
丈
河
」
「
白
溝
」
「
潜
温
」
「
弁
」
、
各
ニ

O
「
猫
祭
岡
」
等
僚
を
見

ょ
。
い
ず
れ
も
前
述
版
本
の
晶
信
教
に
よ
る
)
、
前
者
が
後
者
を
踏
襲
し
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
(
四
〉
に
引
く
『
宋
東
京
考
』
の
文
も
、
賓
の
と
こ
ろ
『
休
京

遺
蹟
志
』
各
九
「
撃
卒
岡
」
か
ら
の
引
用
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
、
郵
之
誠
『
東

京
夢
華
録
注
』
・
『
休
京
遁
蹟
士
山
』
・
『
宋
東
京
考
』
三
書
に
つ
い
て
、
評
者
は
本

語
著
中
に
、
各
々
相
態
の
紹
介
と
設
明
と
が
あ
る
べ
き
だ
っ
た
と
切
に
思
っ
た

次
第
で
あ
る
。
な
お
、
郵
之
誠
氏
の
誇
業
に
つ
い
て
は
、
郵
氏
の
厚
生
徐
孝
芳

氏
に
「
憶
郵
文
如
先
生
」
〈
『
拳
林
漫
録
』
二
集
〉
が
あ
り
、
雀
文
印
氏
の

「重

讃
《
東
京
夢
撃
録
注
》
」
ハ
『
讃
書
』
一
九
八
二
|
九
〉
、
孔
憲
易
氏
「
讃
《
東

京
夢
華
録
注
》
小
議
」
(
『
皐
林
漫
録
』
四
集
)
と
と
も
に
参
考
に
な
る
。

ー
郵
之
誠
氏
は
注
の
自
序
で
、
伎
妻
と
飲
食
に
関
す
る
部
分
が
最
も
断
句
が
難

し
か
っ
た
、
を
述
懐
さ
れ
1

そ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
、
入
矢
氏
は
前
述
の
書
評

の
中
で
、
こ
の
部
分
の
注
の
不
備
を
幾
つ
も
摘
出
さ
れ
た
。
貧
は
こ
の
部
分
に

こ
そ
、
今
回
の
謬
注
の
最
大
の
特
色
が
あ
り
]
事
賞
、
大
き
な
成
果
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
新
成
果
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
評
者
が
盆
を
受

け
、
蒙
を
啓
か
れ
た
誇
注
は
、
例
え
ば
各
二
「
東
角
棲
の
町
々
」
の
諸
注
、
ま

た
、
一

O
九
頁
の
「
婆
牽
寺
」
に
糾
問
す
る
注
(
八
)
に
も
貨
に
細
や
か
な
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
五
七
頁

2
0、
一
五
九
頁
(
一

O
〉
、
巻
五

「
盛
り
場
の
演
襲
」
の
誇
文
と
そ
の
諸
注
|
|
孔
憲
易
「
漫
談
《
京
瓦
佼
書
館
》
」

(
『
皐
林
漫
録
』
六
〉
も
参
考
に
な
る
|
|、
一
一
一
六
頁
(
一
一
)
、
二

四
八
頁

(
二
〉
、
二
六
二
頁
三
六
〉
等
々
の
注
だ
が
、
一
々
翠
げ
て
い
け
ば
、
そ
の
敷

は
優
に
十
指
を
上
回
り
、
そ
の
十
倍
に
も
近
づ
く
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、

一
語

一
一
語
の
用
例
用
法
を
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
着
賞
な
探
究
の
積
み
か
さ
ね
で
、

そ
の
誇
語
謬
注
へ
の
み
ご
と
な
結
貧
過
程
は
、
大
率
、
寅
に
手
際
よ
く
、
讃
む

者
に
難
涯
の
惑
を
抱
か
せ
な
い
。
-

嘗
来
べ
中
園
都
市
研
究
は
、
そ
の
都
市
構
造
と
機
構
の
研
究
と
に
大
方
の
問

題
側
心
が
集
ま
っ

て
い
た
嫌
い
が
あ
る
。
だ
が
・

本
誇
奮
の
出
現
に
よ
っ

て、

都
市
内
部
の
諸
様
相
、
す
な
わ
ち
生
活
習
俗

・
諸
整
能
・
小
商
販

・
居
住
民
構

成
等
に
、
豊
か
な
表
情
と
く
っ
き
り
し
た
現
賓
が
看
取
で
き
る
こ
と
を
改
め
て

再
確
認
で
き
‘
今
後
、
中
園
の
都
市
・
祉
舎
史
研
究
に
大
き
な
指
針
が
指
し
示

さ
れ
た
。
事
物
の
一
一
の
検
誼
は
確
か
に
煩
演
を
副
知
れ
な
い
が
、

遁
勿
な
研
究

蓄
積
と
分
析
と
は
、
必
ず
や
具
健
的
な
歴
史
像
を
結
貸
さ
せ
得
る
に
違
い
な

司、
評
者
は
、
も
と
も
と
、
よ
り
多
く
本
誇
著
中
の
遁
誇
好
注
を
談
じ
、
さ
ら
に

幾
つ
か
の
間
題
黙
と
中
園
で
の
研
究
動
向
に
も
設
き
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
す
で
に
紙
数
も
蓋
き
て
し
ま
っ
た
。

北
野
才
の
身
を
以
て
斯
界
の
大
先

輩
に
数
々
の
警
言
を
弄
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
至
っ
て
心
情
頗
る
不
安
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら
本
誇
著
か
ら
評
者
の
皐
ぴ
得
た
知
見
は
極
め

て
多
く
、
同
時

に、

評
者
は
、
も
っ
と
も
こ
の
誇
著
の
出
現
に
感
謝
す
る
者
の一

人
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
こ
に
表
明
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
改
め
て
誇
注
者
御

二
人
に
深
い
敬
意
を
表
し
、
稿
を
終
え
た
い。

一
九
八
三
年
三
月
東
京

-岩
波
書
庖

'菊
版
四
二
七
頁
五
二

O
O園
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